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大
規
模
な
台
風
災
害
が
頻
発
し
た
今
年
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、

私
た
ち
職
員
が
国
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
使
命
を
果
た
せ
る
職
場
環

境
確
立
等
の
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
大
会
か
ら
半
年
、
池
田

事
務
局
長
が
運
動
に
つ
い
て
一
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

 

■
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当 

行
政
措
置
要
求
で
「
在

宅
勤
務
」
支
給
を
勝
ち

取
る
！ 

  

ま
ず
印
象
的
な
出
来
事
は
、
北
陸
支

部
で
行
っ
た
人
事
院
へ
の
行
政
措
置

要
求
の
判
定
書
が
六
月
一
九
日
に
送

付
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
新
潟
国
道
で
の

雪
寒
対
応
に
お
い
て
事
務
所
当
局
が

後
整
理
で
振
替
処
理
し
た
こ
と
を
不

適
当
と
し
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

（
以
下
、
管
理
職
特
勤
）
を
支
給
す
る

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
私
自
身

が
当
事
者
で
あ
る
高
田
河
川
国
道
に

お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
で

土
曜
日
、
寮
で
連
続
的
に
行
っ
た
電
話

対
応
と
、
そ
の
後
職
場
に
出
勤
し
て
行

っ
た
業
務
を
、
時
系
列
作
成
を
１
回
の

勤
務
と
し
て
管
理
職
特
勤
の
支
給
対

象
と
判
定
さ
せ
た
事
で
す
。 

 

当
局
は
総
人
件
費
抑
制
の
た
め
に

振
替
の
後
整
理
を
行
い
、
「
勤
務
は
勤

務
官
署
ま
た
は
現
場
で
行
う
こ
と
」
に

限
定
し
自
宅
で
の
勤
務
を
認
め
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
十
一
月
の
近
畿

支
部
で
の
勝
利
判
定
と
合
わ
せ
、
管
理

職
特
勤
を
適
正
に
支
給
さ
せ
る
道
が

開
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

国
土
交
通
省
に
は
、
官
携
帯
を
支
給

さ
れ
、
道
路
管
理
や
河
川
管
理
等
で
の

事
故
や
災
害
対
応
で
休
日
や
深
夜
の

業
務
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
い
管
理

職
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
方
々
の
苦
労
に
報
い
る
手
当
支

給
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

■
超
勤
上
限
規
制 

官
房
長
に
制
度
周
知
の

徹
底
を
回
答
さ
せ
る
！ 

  

次
に
、
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
超
過

勤
務
の
上
限
規
制
で
す
。
職
場
で
は
相

次
ぐ
定
員
削
減
や
業
務
量
の
増
加
と

複
雑
化
、
災
害
対
応
な
ど
で
長
時
間
に

わ
た
る
超
過
勤
務
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状

態
を
改
善
せ
ず
、
「
事
業
執
行
は
し
っ

か
り
や
れ
」
「
超
過
勤
務
の
上
限
を
守

れ
」
と
言
わ
れ
、
管
理
職
は
板
挟
み
と

な
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
ユ
ニ
オ
ン
で
は
職
場
の

管
理
職
の
声
を
聞
く
べ
く
「
超
過
勤
務

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
七
月
中
旬

か
ら
八
月
末
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
各
地
整
で
制
度
の
周
知
に
ア

ン
バ
ラ
が
あ
り
不
安
や
混
乱
が
生
じ

て
い
る
こ
と
、
「
増
員
が
必
要
」
の
回

答
が
２
／
３
に
上
る
こ
と
な
ど
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

 

九
月
二
七
日
の
官
房
長
会
見
に
お

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
示
し
、
職
場

へ
の
周
知
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
、
業

務
改
善
を
本
省
主
導
で
行
う
こ
と
を

追
及
し
ま
し
た
。
野
村
官
房
長
は
「
周

知
に
つ
い
て
十
分
と
言
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
し
っ
か
り
と
職
場
へ
の
徹
底

を
進
め
て
い
く
」
と
回
答
し
、
一
部
の

地
整
で
は
十
一
月
以
降
周
知
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

■
防
災
体
制
の
充
実 

「
復
旧
・
復
興
・
防
災
に

必
要
な
人
員
と
組
織
体

制
、
予
算
」
折
衝
追
及
強

化 
  

今
年
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
、
台
風
十

九
号
な
ど
の
災
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
、
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
の
出

張
所
長
が
睡
眠
や
休
息
も
取
れ
ず
に

４
日
間
帰
宅
で
き
ず
、
そ
の
後
も
三
十

三
日
連
続
勤
務
、
１
ヶ
月
二
〇
〇
～
三

〇
〇
時
間
の
超
過
勤
務
と
い
う
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ス
に
派
遣
さ
れ
た
組
合
員
や
、
部
下

職
員
を
派
遣
し
た
組
合
員
か
ら
健
康

や
安
全
面
、
装
備
面
、
活
動
内
容
な
ど

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ユ
ニ
オ
ン
で
は
こ
う
し
た
課
題
を

取
り
ま
と
め
、
折
衝
・
交
渉
で
当
局
に

改
善
を
求
め
る
と
と
も
に
、
災
害
対
応

や
復
旧
・
復
興
・
防
災
に
必
要
な
人
員

と
組
織
体
制
、
予
算
を
確
保
す
る
よ
う

追
及
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

 

本
部
役
員
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
半
年
経

過
し
、
全
国
に
は
様
々
な
知
識
や
経
験

を
持
っ
た
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
が
多
数

存
在
す
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
仲
間
の
知
恵
と
力

を
結
集
し
、
処
遇
改
善
や
増
員
な
ど
の

要
求
を
前
進
さ
せ
、
ユ
ニ
オ
ン
を
強
く

大
き
く
し
て
い
く
一
助
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
事
務
局
長 

 
 

 
 

池
田 

義
一 

 
 

（
北
陸
支
部
・
信
濃
川
河
川
分
会
） 池田事務局長 
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■超勤上限規制始まる。 

実効ある「超過勤務上
限規制」を！ 
 政府の「働き方改革」を受け、超過

勤務上限規制が４月より実施されまし

た。本来、職員の健康と家庭が守られ

る措置ですが、当局は具体の縮減措置

もなく、各地整で温度差のある周知と

なっています。 

ユニオンは、当面、間違った特例業

務の命令で「人事院規則違反者を出さ

ない」 職場に「サービス超勤を蔓延

させない」為に、本省の責任で「丁寧

な制度の周知を行うこと」を求めてい

ます。そして、決められた勤務時間内

で業務が行える職場環境を増員等で求

めていきます。 

■定年後の生活確保 

定年延長制度見送り、フル
タイム再任用拡大 

  

２０１９年１月からの通常国会で審議さ

れると予想された「定年延長制度」が見送ら

れています。定年後の生活を左右する大きな

問題が「放置された」と言えますが、定年後

が豊かに過ごせる制度でなくては意味があ

りません。 

フルタイム再任用の要求では、全国の採用

数を増加させてきました。一方、処遇は３級

格付けと低い処遇に抑えられています。 

 管理職ユニオンは、フルタイム再任用の処

遇を改善し希望者全員を採用する「再任用制

度」改善を求めることで、「定年延長制度」

実施後の処遇改善へ繋げていきます。 

 

                                 

■
災
害
対
応
で
の
働
き
方 

あ
り
得
な
い
！
三
〇

日
以
上
の
連
続
勤

務
！
当
局
は
職
員
の

責
任
感
に
応
え
る
べ

き
。 

  

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
に
、「
発
災
後
、

２
日
以
上
仮
眠
も
取
れ
な
い
」
状

態
や
、「
連
続
三
十
三
日
勤
務
し
た
」

出
張
所
長
な
ど
、
問
題
あ
る
働
き

方
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

奮
闘
さ
れ
た
職
員
の
皆
さ
ん
に
敬

意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
「
最
後
は
ボ
～
と
し
て

き
た
」
と
も･

･
･

。
職
員
は
防
災
官

庁
と
い
う
『
責
任
感
』
で
働
き
ま

す
が
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

非
常
時
に
は
三
交
代
体
制
に
移
行

す
る
な
ど
の
体
制
の
工
夫
や
、「
連

続
○
時
間
を
超
え
た
ら
帰
宅
休
憩
」

の
ル
ー
ル
化
を
行
う
等
、
何
よ
り

も
職
員
の
増
員
で
、
当
局
は
職
員

の
責
任
感
に
応
え
る
べ
き
で
す
。 

 

■
管
理
職
特
勤 

「
行
政
措
置
要
求
」

で
勝
利
判
定 

  

自
宅
や
寮
で
休
日
深
夜
行
っ
た

業
務
に
対
し
て
、
近
畿
地
整
と
北

陸
地
整
は
管
理
職
特
勤
を
支
払
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
単
に
手

当
と
い
う
金
銭
の
問
題
で
は
な
く
、

管
理
職
と
し
て
責
任
を
持
ち
苦
労

し
た
こ
と
が
、
報
わ
れ
な
い
の
は

お
か
し
い
と
、
人
事
院
に
対
し
「
行

政
措
置
要
求
」
を
行
い
ま
し
た
。 

近
畿
案
件
が
二
〇
一
八
年
十
一

月
、
北
陸
案
件
が

一
九
年
六
月
に

勝
利
「
判
定
」
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

本
人
の
名
誉
を

回
復
す
る
た
め
、

当
局
は
過
去
の

判
断
の
否
を
認

め
当
事
者
本
人

に
謝
罪
を
す
べ

き
で
す
。 

 

■
組
織
体
制
整
備
と
増
員 

地
方
整
備
局
の
体

制
強
化
の
声
拡
が

る
。 

  

業
界
新
聞
で
す
が
、
自
治
体
首

長
な
ど
が
参
加
す
る
道
路
整
備
促

進
を
求
め
る
団
体
の
大
会
で
、
岩

手
県
宮
古
市
長
か
ら
「
（
国
土
交
通

省
の
出
先
機
関
は
）
本
当
に
今
の

ま
ま
で
充
分
な
の
で
し
ょ
う
か
」

と
の
声
が
出
さ
れ
、
関
東
整
備
局

長
が
「
ど
こ
の
整
備
局
、
事
務
所
、

出
張
所
も
ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
」
と

発
言
し
て
い
ま
す
。 

岡
山
県
総
社
市
長
か
ら
大
会
決

議
に
「
災
害
時
お
け
る
地
方
整
備

局
等
の
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

る
」
を
追
加
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
採
択
さ
れ
た
と
の
事
で
す
。 

 

九
州
の
幾
つ
か
の
自
治
体
か
ら

は
、
整
備
局
・
事
務
所
・
出
張
所

の
体
制
強
化
と
人
員
確
保
に
つ
い

て
、
要
望
書
に
記
載
し
当
局
へ
提

出
す
る
な
ど
、「
国
交
省
の
防
災
体

制
拡
充
」
へ
声
が
拡
が
っ
て
い
ま

す
。
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
も
国
民
の

期
待
に
応
え

る
防
災
体
制

へ
と
改
善
す

べ
く
運
動
し

て
い
き
ま
す
。 


